
＜保険者機能強化推進交付金・介護保険保険者努力支援交付金＞

1　交付金の概要

2　【令和６年度】　帯広市の評価得点

目標Ⅰ 目標Ⅱ 目標Ⅲ 目標Ⅳ 目標Ⅰ 目標Ⅱ 目標Ⅲ 目標Ⅳ

持続可能な地

域のあるべき姿

公平・公正な

給付を行う体

制の構築

介護人材の確

保その他の

サービス提供

基盤の整備

高齢者の状況

に応じた自立し

た日常生活

（アウトカム指

標群）

介護予防/日

常生活支援の

推進

認知症総合支

援の推進

在宅医療・在

宅介護連携の

構築

高齢者の状況

に応じた自立し

た日常生活

（アウトカム指

標群）

配点 100 100 100 100 400 100 100 100 100 400 800

帯広市 63 48 55 45 211 38 70 64 45 217 428

北海道平均 55 58 42 56 211 50 49 48 56 203 414

全国平均 56.2 59.8 41 48.6 205.6 51.5 54.5 62.1 48.6 216.7 422.4

3　交付額の実績
＜交付金決定額ベース＞※全国1,741市町村

配分額 全国順位 配分額 全国順位 増減 順位変動

機能強化 23,894 123 14,957 125 △ 8,937 ↓　2

努力支援 33,119 120 29,622 126 △ 3,497 ↓　6

合計 57,013 122 44,579 126 △ 12,434 ↓　4

合計

R6年度

帯広市

配分額（千円）

計計

R5年度 ＜R5-6年度 比較＞

保険者機能強化推進交付金 介護保険保険者努力支援交付金

評価方法 前年度８～９月頃に各自治体が国の指標に基づき自己評価（実績や年度内実施予定で判断）

国による交付

額の決定

　市町村の様々な取組みの達成状況を評価できるよう、国が設定する評価指標の達成状況（評価指標の総合得点）に応じて、市町村へ

の交付額が決定される。

本市での活

用状況

　いずれの交付金についても、既存の地域支援事業の第１号保険料相当部分に充当し、それにより余剰となる第１号保険料相当分を介

護給付費準備基金に積み立てている。

目的 市町村の高齢者の自立支援・重度化防止等に向けた取組を推進 市町村の介護予防・健康づくり等に資する取組を重点的に推進

予算額 全国市町村で95億円を分配（前年対比 △47.5憶） 全国市町村で190億円を分配

名称 保険者機能強化推進交付金 介護保険保険者努力推進交付金

創設時期 平成30年4月 令和2年4月


